早稲田の杜 通信  　  ２０２４年６月号
私が高校生に推奨する学習参考書の一つに『鉄緑会　東大英単語熟語　鉄壁』という単語集があります。この中に次のような文章があります。
『人間は忘れる動物です。今日覚えた単語も、一週間後には半分以上が頭から抜け去っているでしょう。それでいいのです。人間の記憶など、似たり寄ったりなのです。いちいち悲観していては先に進めません。「忘れたらまた覚えなおせばいい」—―この開き直りが大切です。10個の単語を忘れたことを嘆くよりも、3個の単語を覚えたことを喜びましょう。とりあえずは、24時間後まで覚えていることが目標です。明日の同時刻に、今日学習した内容をざっと見直してください。忘れている単語があったら、チェックボックス（□）に印をつけておきましょう。Review Test で間違えた問題は、もう一度解き直してみましょう。それが終わったら、次のセクションに進んでください。とにもかくにも、前進あるのみです。』
チェックボックス（□）とかReview Test とかあるのはこの単語集の中にあるもので、何のことかわからないかもしれません。が、それはさておき、ここで言おうとしているのは反復学習がいかに大事かということだとわかるはずです。
「いちいち悲観していては先に進めません。」や『「忘れたらまた覚えなおせばいい」—―この開き直りが大切です。』という言葉には、ずっしりとした重みがあります。　
塾生の勉強を日々見ていて感じることは、その場でわかっていても定着していないことが多々あることです。テストで思ったほどの点が取れないなど、勉強の空回りと言わざるを得ません。
定着させるには反復がなにより大切です。口うるさく言ってもその必要性を感じず、一週間後にはほとんど忘れてしまっているというケースがよくあります。
英語だけに限らずほかの科目でも、反復学習を繰り返し、きちんと定着させることが次のステップへつながる一番大事なことです。数学では特に、まちがい直しをしっかりやり、まちがえたその問題をしばらく経ってからもう一度解いてみて、完全にマスターできたかどうか確認をすることが何より大事です。この繰り返しで、安定した真の実力が養成されていくのです。
塾生の中には繰り返しやるといった努力もせず、あるいは理解しようと何度も読み返すこともなく「覚えられない、わからない」とすぐに弱音を吐く人がおります。一度読んだだけでは理解できなかったならばもう一度じっくり読み返してみる。「努力は人を裏切らない」という言葉がありますが、甘い努力では、よほどの才能が備わっていない限り、好結果は生み出せません。
「覚えられない、わからない」と弱音を吐く前にもう一度、今の自分がそれだけの努力、取り組みをしているのかしっかり見直してください。最悪なのは、苦手科目から逃げ続けることです。
３名の講師を簡単に紹介しておきます。英語担当は、青山学院大学出身でICUをはじめとする私立高校の講師を長くつとめております。数学の担当は、2名とも東京大学出身(高校は１名が開成高校、もう1名が都立西高校)で、２名とも塾講師としての経験が長く、指導実績も申し分ありません。３名とも、塾長の私、吉田よりもはるかに高い実力の持ち主と私は思っています。
